
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
R8年2月27日 

麗湖こども園 

 ３月号 

少しずつ暖かくなり始め、柔らかな春の日差しを感じるようになりました。４月からの進級、

進学に向け、子どもたちのワクワクしている様子が見られます。あっという間に１年も終わり

に近付いています。病気やけがに気を付け、残りの日々も楽しく過ごしましょう。 

「３」は耳の形に似ていることなど

から３月３日は耳の日と言われて

います。子どもは耳の病気にかかり

やすいので、日頃からお子さまの様

子をよく観察しましょう。 

耳の日 
 

・鼻をすすらず、かむ習慣を付ける 

・鼻水は、ゆっくりと片方ずつかむ 

・耳の近くで大きな声や音を出さない 

・耳をたたかない 

・耳掃除は綿棒で外耳道を拭き取る程

度に行う 

大切な耳を守るために 

気を付けたいこと！ 

 

滲出性中耳炎 
滲出性中耳炎（しんしゅつせいちゅうじえ

ん）とは、鼓膜の奥に液体が溜まる病気で、

３～10歳に多く見られます。発熱や痛みが

なく、聞こえにくいことが唯一の症状のた

め、発見が遅れる場合があります。耳の聞

こえに異変があるようなら、早めに耳鼻科

を受診しましょう。 

治療には時間がかかり

ますが、ほとんどの場

合は治癒します。放置

しておくと、入院手術

が必要になることや、

難聴が原因で心や言葉

の発達にも影響するの

で、治療は根気よく続

けましょう。 

耳掃除の注意点 

・まずは、子どもが耳に触られるのに慣れることから始めましょう。 

・ゆったりとしたスペースで子どもを横向きに寝かせ、体勢を安定

させましょう。 

・綿棒を使用する時は、耳垢を奥に押し込まないようにしましょう。 

・耳掃除は、耳の入り口から1～1.5㎝までにしましょう。 

・耳垢を取ることに終始せず、子どもがリラックスできることを心

がけましょう。 

・きれいに取れなくても、「じっとして偉かったね」などと声をかけ

てあげましょう。 

こんな症状が見られたら、耳鼻科に相談を 

●向かい合って話せば通じるが、背後から声をかけると返事をしない。 

●テレビの音量を大きくしたり、近付いて見る。 

●会話をしていて、何度も聞き返す。 

●話しかけられてもぼんやりしたり、後から聞き返したりすることが多い。 

●よく耳を触っている。 

耳 の 健 康 チェック 


